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1． 製作の目的 
2008 年 3 月に公示された新学習指導要領技術・家庭〔技術分野〕 では,「コンピュータを利用した計測・制御
の基本的な仕組みを知ること」が必修化された．現代の情報社会を生きる基礎・基本として, センサーやコンピ
ュータ, アクチュエータを使用した計測・制御システムを学習することが求められている．そこで私達は，計測・
制御の流れが体験的に理解できる教材を開発した． 

2．教材について 

 図１は計測・制御可能なインターフェースである．本教材の 
特徴を以下に示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 本教材は，図２のようにブレッドボードに挿して使用す

る．電源は、PCからUSBを通して供給する．入出力ポー
トは，12 個あるため，使用者は自分の作りたい電気回路
を自由に組み立てることができる． 
また、図３のようなアナログセンサーを最大3つ使用可
能であり、ブレッドボード上にセンサーを挿して使用する． 
センサーで計測したデータは図４のようにPC上でリアルタイムにグラフと数値で表示される． 

 
 
 
 
3．期待できる学習内容 
  
 
 
 
 
4.今後の課題 
 実際に中学生や技術科教員に対して実践を行い，本教材の有用性を確認したい． 
 

 

・ ブレッドボードに挿して使用する（図２） 
・ 最大3つのアナログセンサーが使用可能 
・ 12個の入出力ポートが使用可能 
・ 計測した結果をリアルタイムに数値, グラフ
で表示できる 

・ 音の制御ができる 図１．計測・制御可能なインターフェース 

図２．ブレッドボードに挿した状態 

図３．各種アナログセンサー 

図４．計測データのリアルタイム表示 

・ 自分で回路を組み立てることで，電気回路の勉強ができる 
・ 異なるデータを同時にリアルタイム計測することができる（知りたい場所の状態を瞬時に理解できる） 
・ 計測値を基にLEDの点灯や音を出力するなど，計測に基づいた制御ができる 


